


























































































































































































































































































































































公立学校 国教会 ローマ・カトリック メソディスト その他年
学校 生徒 学校 生徒 学校 生徒 学校 生徒 学校 生徒
19036，003 2，87011，6872，338 1，058 337 452 157 1，042 263
193810，3633，5408，9791，125 1，266 377 119 17 189 27
表3　公立学校と有志立学校　1959年　　（有志立64校未決定）
公立学校 援助学校 管理学校 特別協定学校 合　計
公立 18，861 18，861
C．E 3，378 4，519 25 7，976
R．C 1，960 2 66 2，033
他 148 307 460
法に見られるように宗教教育がキリスト教を中心にするべきであるという規
定はないが、キリスト教であることは自明のことであった。諸教会の一致し
た宗教教育の義務化への主張があり、国会議員による強い要請と（19）英国国
教会のテンプル主教の有志立学校の地位保全ための目覚しい活躍があった
（2°）。かつての教会と国家や教会間の主導権争いは国家再建という共通の目的
に向けての協力に変わっていた。
　表2および表3にも表れているように（21）、趨勢はますます公立学校の有志
立学校に対する優位となり、1944年法における有私立学校に関する細かい
規定は、有私立学校の疲弊を救済するために公費援助によって有私立学校を
LEAの管下に置くためであったことは言うまでもない。有志立学校の減少は
財政難による学校統合や、公立学校への移管によるものであった。
　しかしながらこのような背景には教会側の公立学校への評価とその宗教教
育への信頼があった。公立学校の宗教教育への信頼を生み出したのはキリス
ト教会のエキュメニカルな動向のなかで1920年代から教会とLEAの協力に
よって公立学校のための非宗派的な宗教教育の協定指導要領（Agreed
Syllabus）の作成が急速に広まったことである（22）。またハルは1910年のエ
ジンバラ宣教会議が宗教教育のあり方に大きな変化をもたらしたとのべてい
る。すなわち世界各地に赴いた宣教師によって、人々はキリスト教に改宗し
ても、国民の生活の基本的構造は変わらないということが報告された。この
ことが「国民生活のキリスト教化」の運動へと発展した。これは国外だけの
問題ではなく国内でも同様であるということが認識され、宗教的訓練では十
12
分ではなく、全人格の教育が必要であることが明らかになったというのであ
る。（Hull，　p．146）礼拝は「明確な、直接的な、信ずる者の全的な忠誠を要
求する権利を持つ神への応答である」。（HuU，　p．34）1944年法以前にほとん
どの学校で何らかの宗教教育が行われていたとはいえ、宗教教授に加え毎朝
の礼拝を義務化したことは、学校をクリスチャン・コミュニティーとみなし、
キリスト教教育によってコミュニティーの市民（citizen）の養成を目指すこ
とを宣言したといえる。1960年代に入りこのような宗教教育に対する批判
とそれに続く一大転換が起こるまで、宗教教育は人間形成の中心的役割を担
って英国の学校教育に位置づけられていたのである。
註
（1）太田、1992、328p．なお、世俗性の原理を近代公教育制度のメルクマールとす
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